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述 語 動 詞 型 か ら 観 た 英 語 学 の 流 れ(下)









は""で 囲み,日本語の地の文中に用例として引用 した英文は`'で 囲ん
だ。
(上)で伝統文法の述部型 と構造言語学の述部3主 要区分や文場面や文句型 と
を論 じ,構造言語学の文場面や文句型から,一方では,述語動詞型を 「単文」の









第3章 動 詞 型
§4.動 詞 型 へ の 発 展
今 ま で 述 べ て き た,述 部 型 ・文 型 ・文 旬 型 は,文 核 に よ る 分 類 で あ っ た が,
こ れ か ら述 べ る 「動 詞 型(verbpatterns)」は,各 文 核 を 更 に 分 析 した も の で あ
る 。 し か し,実 質 的 に は,今 ま で 述 べ て き た 「文 型 」 「文 句 型 」 「述 部 型J等
の 下 位 区 分 に 例 文 が 示 さ れ て い た の で,「 動 詞 型 」 に つ い て は,こ こ で 多 言 を
要 し な い 。 通 覧 に 資 す る た め に,英 語 学 史 的 に 重 要 な2種 の 動 詞 型 を,今 ま で
と 同 様 の 表 示 方 法 で 筆 者 が 整 理 した も の を 提 示 す れ ば 足 り る 。
前 章 末 で 述 べ た よ うに,動 詞 型 の 淵 源 は,HaroldE.Palmerの厂27の動 詞 型
(27Verb-Patterns)」で あ り,そ れ を 発 展 さ せ た の がA.S.Hornbyの 「25の















































































動 詞 型(12)ま で は,文 核 が ゼ ロか 目的 語 か 補 語 か 副 詞 類 の 場 合 で あ り,動
詞 型(1)か ら動 詞 型(12)ま で の 順 序 は 伝 統 文 法 の 文 型 に 沿 っ た 順 序 に な っ
て い る。 動 詞 型(13)は,動 詞 が 変 則 定 形(anomalous丘nite)かhadbetter
等 原 形 不 定 詞 を 伴 う も の な の で,動 詞 型(13)一(21)が 非 定 形 文 句(non一丘nite
clause)を伴 う動 詞,動 詞 型(22)一(27)が(文 句 の 代 わ りを す る 〔文 句 を 代 表
す る〕 副 詞soやnotを 含 め)定 形 従 位 文 句(丘nitesubordinateclause)を伴
う動 詞,と な っ て い る。 「文 句 を 代 表 す るsoやnot」 と い う概 念 はHarold
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§5.文 句 型 と 動 詞 型 の 結 合
「文 句 型 」 と 「動 詞 型 」 の 結 合 こ そ,最 も 肝 要 な こ と で あ る が,そ れ が
LongmanDictionaryofContemporaryEnglishによ っ て,見 事 に 果 さ れ
た 。 そ の 凡 例 に よ り,今 ま で と 同 様 の 表 示 方 法 で 筆 者 が 整 理 し,ロ ー マ 数 字 で




















































































































(註)⑳ 鮒 の例 文 は 筆 者 が補 った 。
:/
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第4章 変 形 生 成 文 法 以 降
§6.変 形 生 成 文 法 の 基 本 文 型
先 に,§3で,構 造 言 語 学 以 降 は,述 語 動 詞 型 は 「単 文 」 の 「完 文 」 で 「能
動 態 」 の 「肯 定 」 の 「叙 述 文 」 の 述 語 動 詞 型 を 意 味 す る の で,所 謂 「文 型 」
は,複 雑 多 岐 に わ た る 英 文 が 依 っ て 来 た る も と と な る べ き 「基 本 文 型(basic
sentencepatterns)」で あ っ て,「 文 句 型(ClausePatterns)」と 呼 ば れ る 様 に



































Stagebergの「基本文型」の示 し方は,「 主語」 厂述語動詞」等 と示 さない
で,名 詞=N,形 容詞=Adj,代 名詞=Pronoun,(厂場所」 を表す)副 詞e
Adv(ofplace)等で示 し,述 語動詞 も具体的にbe,自 動 詞=InV,他 動詞=
TrV,be以外の連結動詞(1inkingverb)(繋合動詞)=LV,準動詞(verbal)-
Verb等で示 している。名詞が主格補語等で同一人 ・物を表す場合はN1とN1
で示 し,間 接 目的,直 接 目的等で主語N1と,そ れぞれ異な る時 はN2,N3で
示 している。補語に 「場所 の副詞」を認めて いるのは当然 の ことなが ら,(vii)
目的補語 の時はAdv(ofplace)で示 しているのに,'(ii)主格補語 の場合 は
UW(=uninflectedword)としてい るのは異色であ る。 述部(的)名 詞 と述
部(的)形 容詞 とを,主 格補語 の場合は別の文型 に している。動詞beと 他 の
連結動詞 とを別文型 とし,連 結 動詞の補語 も述部(的)名 詞 と述部(的)形 容
詞 とを別の文型に している。従 って,主 格補語を とる動詞を述語動詞 とした述
部は5つ の文 型に亘っている。主格補語を とる動詞は 厂内包性動詞(intensive
verb)」と呼ばれ,変 形文法で もこの種 の述部 には重点が置かれている。(vii)
の 目的補語をN2で 一括 し,(a)～(f)へと細分 し,現 在分詞 ・過 去分 詞の場合 も
含めてい るが,示 し方は変形文法 の 「句構造規則(phrasestructurerules)」
的であ り,内 容的 には 「動詞型 」 との類似 性が見 られ る。
-82一
述 語 動 詞型 か ら観 た 英 語学 の流 れ㈲
§7.Quirketal.の 文 典 の 文 句 類 型
次 は,20世 紀 後 半 に 出 た 最 大 最 良 の 英 文 典 で あ るRandolphQuirketal.
の 一 連 の 文 典(AGrammarofContemporaryEnglish〔GCE〕(1972:
343);AComprehensiveGrammaroftheEnglishLanguage(CGEL)
(1985:53-9))の「文 句 類 型(ClauseTypes)」で あ る 。r最 大 最 良 」 と い う
意 味 で はCGELを 取 り上 げ る べ き で あ ろ うが,「 文 句 類 型 」 に 関 す る 限 り上



























伝統文法を踏 まえ,構 造言語学的研究法を十分活用 し,変 形文法 の考 え方 も
採 るべ きものは採 り,研 究 グル ープが蒐集 した膨大 な資料を もとに,独 自の体
系に纏 め上 げた文 典であ る。述語動詞は,
内包性動詞(lntensiveverb)
静 態 動 詞
外延性動詞(Extensiveverb)
動 詞 内包性動詞









この 「文句類型」は,次 の3区 分 に整理 で きる。即 ち,
(i)2つ の文核か ら成 る型sv類 型
(ii)3つ の文核か ら成 る型svc類 型
SVA類 型
SVO類 型
(iii)4つの文 核か ら成 る型SVOC類 型
SVOA類 型
SVOO類 型
この よ うに,Quirk教授 らの 「文句類型」は最近の言語学の研 究成 果に則 っ
た体系 であ るけれ ども,文 句型(文 型)に 関す る限 り,結 果的には,伝 統文法
家Onionsの 厂述部型」に 「主語 につ いての賓辞 の となる」述部副詞Aplace
と 「目的語につ いての賓辞 となる」述部副詞Aplaceとの類型 が加 わ っただけ
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で あ る 。3区 分 に 整 理 す る と 構 造 主 義 文 法 と の 近 似 性 が わ か る し,内 包 性 動
詞 ・外 延 性 動 詞 の 導 入 に,変 形 生 成 文 法 の 考 え 方 が 窺 え る 。
§8.変 形 生 成 文 法 の 基 本 文 型
先 に,構 造 主 義 文 法 の 「基 本 文 型 」 を 示 し た が,そ れ と 同 じ く,「 単 文 」 の
「完 文 」 で 「能 動 態 」 の 「肯 定 」 の 「叙 述 文 」 と い う条 件 の 「基 本 文 型 」 は,





















以 上9種 の 基 本 文 型 の う ち,(5)一(9)の5種 の 文 型 は,述 語 動 詞 が 内 包
性 動 詞(intensiveverb)の場 合 で あ る。 こ の よ うに 内 包 性 動 詞 を 特 別 扱 い し,
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(9)Theboyhasacar.(以 上 初 版)
以 上 が,変 形 文 法 の 句 構 造 規 則 か ら導 き 出 した 基 本 文 型 で あ る 。 こ の 中 に,
Onionsの 「述 部 型 」 の 第5型,即 ちQuirketal.のTypeSVOCに 相 当 す
る文 型 が な い の は,変 形 文 法 で は,例 え ば,Weconsiderhertobelucky.や
Weconsiderherlucky.のよ う な 文 は,
とい う深層構造から,不定詞変形と消去変形 とによって作 り出すことができる
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か らであ る。(以 上,BruceLiles1971:p.111)




〔即 ち自動 詞〕(intransitive)とに分 け る習慣 があるが,英 語 の場合 は,他 動
詞 と非 他動詞 との区別は明確で なく,寧 ろ,動 詞 の他動詞的用法 ・非他動詞的
用法の別 と考 え るべきであること,普 通は他動詞 で も,目 的語 なしで独立的に
(absolutelyに)用い られた り,目 的語が前後 関係 でわか る(understood)と
かで,非 他動 詞に用 い られ ることが よ くあ ることを指摘 して,色 いう な 目的語
省略(objectomitted)現象を実例を引いて考察 して,各 動詞は,他 動詞,非
他動詞を問わず,本 来 「他動(過 程)性 」を持 っている ことを示唆 して いる。
尤 も,「 他動詞が 目的語 な しで非他動詞 に用い られ ることが よくある こと」 は
HenrySweetも指摘 してい る(Sweet,1891:...)。
M.A.K.Halliday(1967-8:1985;19942)は,この概念を更に押 し進めて,
他動(過 程)性 を,意 味論的言語層(semanticstratum)を構成す る3つ の機
能一 即 ち 「観念構成機能(ideationalfunction)」と 厂対人関係機能(inter-
personalfunction)」と 「テ クス ト形成機能(textualfunction)」の1つ
「観念構成機能」での分析をその対象 とする体 系 と規定 してい る。他動過程性
の分析 の基本的単位は 「文 句(clause)」(Hallidayは,これを文 句 の文法
(thegrammaroftheclause)上の 「過 程(process)」とも呼 んでい るが,こ
の術語 は紛 らわ しい)で あ り,文 法的言語 層(grammaticalstratum)で言 う述
語 動詞 に相 当す る要素を 「過程核(process)」と言い,過 程核が表す 「行為 ・
出来事 ・状態(goings-on)」は 〈出来事〉 〈行為 ・動作〉 〈知覚〉 〈意味〉 〈状
態〉 〈変化〉 等色いろあるが,ど れ もそれに関与す る 「関与素(participant)」
を伴 う。例 えば,Thelionsprang,(Halliday,19942)とい う文 句が表 す 出来
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事 では,sprangとい う過程核の関与素 はthelion,Thelioncaughtthe
tourist.(lbid.)とい う文句では,caughtとい う過程核 の関与素はthelionと
thetouristとである。従 って,他 動過 程性体系(thetransitivitysystem)で
は,文 句は1つ の過程 核 と1つ 又 はそれ以上の 「関与素」 か ら成 る。 その他
に,文 句を構成す る成分 に,過 程核 に関わ る く時間〉〈場所〉〈様態〉等 を示す
「状況体(circumstance)」が ある。 これ らの 厂過 程核」 「関与素」 厂状況体」
が行為 ・出来事 ・状態(goings-on)とい う我われの 厂経験(experience)」を表
現す る 枠組みを 提供す るのである。 従 って,他 動過程性体系では,我 われの
「経験」 の世界の 〈出来 事〉 〈行為 ・動作〉 〈知覚〉 〈意味〉 〈状態〉 〈変化〉
等を表す文句が,12の 「過程型(processtypes)」に纏 め られる。他動過 程性体




(10gicalcategory)」と 「文 法 的 範 疇(grammaticalcategory)」の区 別
(Sweet,1891:10fDから出発 して,こ の 「過程型」 を説 いている。 ここで
Hallidayは,3種の 「言語機能(languagefunctions)」一 即 ち 「観念構成機
能」(文 の認識的意義)と 厂対人関係機能」(法 又は法性(moodormodality)
の別,「 陳述(statement)」「疑 問(question)」「応答(response)」「命令
(command)」厂感嘆(exclamation)」等の別)と 「テ クス ト形成機能」(テ
クス ト構成要素(textualcomponent),「主題(theme)」と 「叙述(rheme)」
の構成)を 区別す るのであるが,「 過程型」 は観念構成機能が扱われてい
る第III-IX節 で説か れている。
第III節で,主 として動詞 に よって表 され る 「過程核」 と人又は事物に よっ
て担われ る特定の役割であ る 厂関与素機能(participantfunction)」と 〈時間〉
〈場所〉 〈様態〉等関連す る条件や制約であ る 「状況体機能(circumstantial






thisgazeboは(3i)で は 厂到 達 点 」 で あ る け れ ど も,(3ii)で は 「結 果 の 目
的 物 〔目的 語 で 表 さ れ る 物 〕(objectofresult)」で あ っ て,buildingとい う
厂過 程 」 の 結 果 で な け れ ぽ(3ii)のthisgazeboはこ の 世 に 存 在 し な い 。 同 様
に,「 受 益 者 」 も,
(4i)1'vegivenOliveratie.
(4ii)1'vemadeFrederickajacket.
(4i)のOliverの 様 に 「目的 物 を 受 け 取 っ た 者 」 か,(4ii)のFrederickの
様 に 「(上着 を 作 る と い う)サ ー ビ ス を 受 け た 者 」 で あ る,と 説 い て い る 。 又,
同 じ機 能 が,(4i)の01iverがtoOliverと,(4ii)のFrederickがfor
Frederickと表 現 で き る 様 に,一 通 りで は な く,多 様 に 表 現 さ れ 得 る,と 説 明
し て い る 。
次 い でHallidayは,Sweet(1891:10-11)の 「論 理 的 範 疇(logical
category)」と 「文 法 的 範 疇(grammaticalcategory)」の 区 別 を 援 用 し て,次 の




GeneralLeathwallは,(5i,ii,iii)全て で 「行 為 者 」で あ り,Sweet(1891:
10-11)の 謂 う 「論 理 的 主 語(logicalsubject)」で あ る が,厂 文 法 的 主 語
(grammaticalsubject)でも あ る の は(5i)に 於 い て だ け で あ る 」 と し て,
「行 為 者 」 「到 達 点 」 「受 益 者 」 の 概 念 は,Sweet(1891,10任,89乱)の 用 語
で は,厂 論 理 的 主 語 」 「論 理 的 直 接 目的 語 」 「論 理 的 間 接 目的 語 」 に 当 た る,
と説 い て い る 。
Hallidayは,第VI節 で 「行 為 文 句(ActionClause)」(Halliday,19942








念構成機能」(文 の認識的意義)で の分 析(即 ち他動過程性の分析)の 文句構
造であ る。他の2つ の言語機能一 即 ち 「対人関係機能」(法 又は法性の別,
「陳述」 「疑問」 「命令」 「感嘆」等 の別)と 「テ クス ト形成機能」(テ クス ト
の構成 文句を構成す る 「主題」 と 「叙述」等)の 文句構造は,第IX-
XI節 で 扱われている。 これ らの 各言語機能での 文句 の 構成要素は,Henry
Sweet(1991:10fのの 厂論理 的範疇」 と 「文法的範疇」の区別を当て嗔 めて考
察す ると,「 観念 構成機 能」の文句構造は 「論理的範疇」 に所属 し,「 対人 関
係機能」 の文句構造は 「文法 的範疇」 に属 し,厂 テ クス ト形成機能」の文 句を
構成す る 「主題」 の範畴 は,「 論理的」な場合 と 「文法的」 な場合 とあ る。
従 って,Hallidayの厂観念構成機能」 の文 句構造 は,Onions以来全 ての文






Process)」即 ちProcessofbeingの3主要過程に分 割 し,各 主要過程を更に3
種 の過程類型に細分 し,各 主要過 程間の境界領域に 「行動過程(behavioural
process)」「言行過程(verbalprocess)」厂存在過 程(existentialprocess)」の







Participants(関与 素):Actor(行為 者),Goal(到 達 点,目 標),Objectof
result(結果 の 目的 物),Bene丘ciary(受益 者)
(1)Dispositive(方向 決 定)type:
Actor(行為 者)+Process(過程 核)+Goal(到 達 点)
GeneralLeathwallwonthebattle.
Actor(行為 者)+Process(過程 核)+Goa1(到 達 点)+Circumstance(状
況 体)+Circumstance(状況 体)
Thelionchasedthetouristlazilythroughthebush.
Actor(行為 者)+Process(過程 核)÷Bene丘ciary(受益 者)+Goal(目 標)
1'vegivenOliveratie.
(2)Creative(倉旺造)type:
Actor(行為 者)+Process(過程 核)+Objectofresult(結果 の 目的 物)
SirChristopherWrenbuiltthisgazebo.
(3)Passive(受動)orhapPening(出来 事)type:









Pa「ticiPants(関与 素):Senser(感得 者),Phenomenon(事 象)
(5)Perception(感覚)type:seeing,hearingetc.
Senser(感得 者)十Process(過程 核)十Phenomenon(事 象)
Iseethestars.
(6)A任ection(情動)type:liking,fearingetc.
Senser(感得 者)+Process(過程 核)+Phenomenon(事 象)
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Senser(感得 者)十Process(過程 核)十Phenomenon(事 象)
Timknowsthecity.
(iv)Verbal(言 行)processes:saying,tellingetc'
(8)Participants(関与 素):Sayer(発言 者),Verbiage(言内 容),Receiver
(受信 者),Target(言対 象)
Sayer(発言 者)÷Process(過程 核)+Verbiage(言内 容)
Johnsaidit'snoisyinhere.
Process(過程 核)+Receiver(受信 者)+Verbiage(言内 容)
Tellmethewholetruth,
(v)Relational(関係)processes:processesofbeing
Participants(関与 素):Carrier(体現 者),Identi丘ed(被認 者),Possessor





Identi丘ed(被認 者)+Process(過程 核)+Identi丘er(判明 身 元)
Tomistheleader.
⑪Circumstantial(状況)andPossessive(所有)type:
Carrier(体現 者)+Process(過程 核)+Circumstance(状況 体)
ThefairisonaTuesday.






There+Process(過程 核)+Existent(存在 者)+Circumstance(状況 体)
There'samanatthedoor.
















(註)§6以 降 の1111の 後 に 挙 げ た 文 典 は,こ こに 再 録 し な か っ た 。
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